
令和４年度数値予報解説資料集

本節では、令和4（2022）年9月に発生した線状降水帯に関する数値予報システムに
おける予測結果の内、第3.4.1項で23～24日に東海地方で発生した線状降水帯事例を
取り上げる。さらに、環境場（第3.4.2項）、まとめ（第3.4.3項）について示す。
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令和4（2022）年9月に発生した線状降水帯に関する数値予報システムにおける予測
結果について、表にまとめた。本節では、この内、第3.4.1項で23～24日に東海地方で
発生した線状降水帯事例を取り上げる。
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令和4（2022）年9月23～24日に東海地方で発生した線状降水帯事例の概要を示す。
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図は令和4（2022）年9月23～24日の地上天気図、気象衛星ひまわりによる水蒸気画
像および線状降水帯発生時の3時間解析雨量を示す。北海道から日本海に延びる前
線や台風第15号に向かって暖かく湿った空気が流入し、東海地方を中心に対流雲が
発達し、23日夕方から24日明け方にかけて、線状降水帯が発生した。
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令和4（2022）年9月23日18時対象の3時間100㎜以上の大雨発生確率ガイダンスの
予測結果を確認する。上段はメソアンサンブル予報システム（5㎞MEPS）による全メン
バー最大値（単位：％）、下段はメソ数値予報システム（5㎞MSM）のものを示し、左から
15時間前、9時間前、3時間前からのそれぞれ予測結果を示している。右上は実況の
結果を示す。

15時間前からのMEPS、5㎞MSMの各大雨発生確率ガイダンスでは、三重県を中心
に東海地方では15～30％、9時間前からでは、30％以上の確率が予測された。
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令和4（2022）年9月24日0時対象の3時間100㎜以上の大雨発生確率ガイダンスの予
測結果を確認する。図の仕様は23日18時対象のものと同じである。

15時間前からのMEPS、5㎞MSMの各大雨発生確率ガイダンスでは、静岡県を中心
に40％を超える確率が予測された。
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令和4（2022）年9月24日3時対象の3時間100㎜以上の大雨発生確率ガイダンスの予
測結果を確認する。図の仕様は23日18時対象のものと同じであるが、図の配置は、左
から18時間前、12時間前、6時間前からのそれぞれ予測結果を示している。右上は実
況の結果を示す。

18時間前からのMEPS、5㎞MSMの各大雨発生確率ガイダンスでは、静岡県を中心
に15％を超える確率が予測された（24日0時以前と比べると確率は低かった）。6時間
前からでは、静岡県を中心に5㎞MEPS大雨発生確率ガイダンスでは50％以上、5㎞
MSM大雨発生確率ガイダンスでは25％以上の確率が予測された。
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5㎞MSM（上段）および2㎞LFM（下段）の3時間降水量について、令和4（2022）年9月
23日18時を対象とした結果を示す。

図は、前3時間降水量（㎜）・地上風（kt）・海面更正気圧（hPa）で、9月23日3時初期値
の15時間前からの予測（2㎞LFMは23日9時初期値の9時間前からの予測）から順番に
9月23日15時初期値の3時間前から予測までの結果を示す。また、下段左に解析雨量
（㎜）の結果を示す。

線状降水帯の発生した地域（赤丸）に着目すると、2㎞LFMの9時間前予測では、降水
量の最大値および降水分布ともに実況に近かった。5㎞MSMの15時間前予測、2㎞
LFMの6時間前予測共に降水量の最大値は実況に比べて過大であった。5㎞MSMの9
および6時間前予測では、実況に比べてやや少ない降水量であった。
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5㎞MSM（上段）および2㎞LFM（下段）の3時間降水量について、令和4（2022）年9月
24日0時を対象とした結果を示す。

図の仕様は23日18時対象のものと同じであるが、9月23日9時初期値の15時間前か
らの予測（2㎞LFMは23日15時初期値の9時間前からの予測）から順番に9月23日21時
初期値の3時間前から予測までの結果を示す。また、下段左に解析雨量（㎜）の結果を
示す。

線状降水帯の発生した地域（赤丸）に着目すると、5㎞MSM、2㎞LFM共に予測降水
量は過小傾向であった。降水分布では、20㎜以上の区域（黄色）に着目すると、5㎞
MSMの方が2㎞LFMに比べて実況に近かった。降水域全体でみると、2㎞LFMでは実
況に比べて、予測領域の北側への広がり不足の傾向が見られた。
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5㎞MSM（上段）および2㎞LFM（下段）の3時間降水量について、令和4（2022）年9月
24日3時を対象とした結果を示す。

図の仕様は23日18時対象のものと同じであるが、9月23日9時初期値の18時間前か
らの予測（2㎞LFMは23日18時初期値の9時間前からの予測）から順番に9月24日0時
初期値の3時間前から予測までの結果を示す。また、下段左に解析雨量（㎜）の結果を
示す。

赤丸の静岡県内の地域に着目すると、5㎞MSMの予測降水量は実況に比べて、過小
傾向が見られた。予測降水量の極大値は北西側へずれている傾向が見られた。2㎞
LFMの予測降水量は実況に比べて、過小傾向が見られた。また、予測降水量の極大
値が複数存在したり、北西や南西方向への位置ずれが見られた。
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令和4（2022）年9月23日18時を対象としたMEPS3時間最大降水量ガイダンスの結果
を示す。右上図が9月23日18時の観測の5km格子3時間最大降水量、左側から5㎞
MSM3時間最大降水量ガイダンス、5㎞MEPS3時間最大降水量ガイダンスメンバー最
大値、スプレッド（ばらつき）を示し、上段から下段に向かって、9月23日3時初期値15時
間予測、9月23日9時初期値9時間予測および9月23日15時初期値3時間予測の結果を
それぞれ示す。降水量、スプレッドの単位はいずれも㎜である。スプレッドは、青色が
濃いほどスプレッドが大きいことを示す。

以下の特徴が見られた。

・最新初期値に近づくにつれて、スプレッドの広がりは抑えられており、降水域につい
ての不確実性は減少しているものの、3時間前からの予測でもスプレッド最大値は大き
く、降水量についての不確実性は大きかった

・どの初期値も最大降水量のアンサンブル最大値は実況よりも多く、強雨域を捕捉して
いる
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令和4（2022）年9月24日0時を対象としたMEPS3時間最大降水量ガイダンスの結果を
示す。右上図が9月24日0時の観測の5km格子3時間最大降水量、その他は23日18時
対象の図の仕様と同じである。上段から下段に向かって、9月23日9時初期値15時間
予測、9月23日15時初期値9時間予測および9月23日21時初期値3時間予測の結果を
それぞれ示す。降水量、スプレッドの単位はいずれも㎜である。スプレッドは、青色が
濃いほどスプレッドが大きいことを示す。

以下の特徴が見られた。

・最新初期値に近づくにつれてスプレッドの広がりが静岡県付近に限定するように変化
しており、降水域についての不確実性は減ったものの、降水量の不確実性は大きい

・3時間前からの予測のアンサンブル最大値が実況の最大値を捉えていた
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令和4（2022）年9月24日3時を対象としたMEPS3時間最大降水量ガイダンスの結果を
示す。右上図が9月24日3時の観測の5km格子3時間最大降水量、その他は23日18時
対象の図の仕様と同じである。上段から下段に向かって、9月23日9時初期値18時間
予測、9月23日15時初期値12時間予測および9月23日21時初期値6時間予測の結果を
それぞれ示す。降水量、スプレッドの単位はいずれも㎜である。スプレッドは、青色が
濃いほどスプレッドが大きいことを示す。

以下の特徴が見られた。

・最新初期値に近づくほどスプレッドが大きな領域を限定するような変化がみられるが
、降水量の不確実性は6時間前からの予測でも残った

・6時間前からの予測で、5㎞MSMGは実況よりも過小だった。5㎞MEPSアンサンブル最
大では実況より過大だった
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令和4（2022）年9月23日15時を対象とした2㎞LFM（上段）と5㎞MSM（下段）による6時
間前からの予測可降水量と解析値の比較結果を示す。左図の23日18時対象の予測
降水量の環境場を確認していることになる。図は、左から順に23日18時対象の前3時
間降水量（㎜）・地上風（kt）・海面更正気圧（hPa）、可降水量の解析値（㎜）、23日9時
初期値の6時間前からの可降水量の予測値（㎜）、その可降水量の解析値からの差分
値（赤色ほど予測値の可降水量が多いことを示す）、23日21時を対象とした23日15時
初期値の可降水量の予測値の解析値からの差分値である。また、右下図は23日18時
対象の3時間解析雨量（㎜）である。特徴は以下のとおりである。

5㎞MSMと2㎞LFMとも共通で予測値は解析値と比べて、台風中心の東側（赤丸の領
域）で可降水量は多い傾向であったが、静岡県沖から南にバンド状の延びる可降水量
の多い領域のコントラストがはっきりしない特徴がみられた。また、愛知県から静岡県
沖で可降水量が少ない傾向、三重県などでは多い傾向が見られた。23日21時対象で
解析値と比較してもこの傾向は変わらなかった。23日18時の線状降水帯が発生した時
の予測（小さい赤丸領域）に着目すると、2㎞LFM・5㎞MSM共に可降水量が多く予測さ
れた三重県など実況より西側で降水量が多くなる傾向が見られた。前述の可降水量
の特徴は、24日日界過ぎから明け方にかけての大雨の予測に影響を与えた可能性が
ある。
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令和4（2022）年9月23～24日の東海地方で発生した線状降水帯事例に関する数値
予報システムにおける予測結果について、このスライドにまとめた。
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令和4（2022）年9月の豪雨事例（東海地方で発生した線状降水帯事例）の環境場に
ついて、気温（単位：℃）・水蒸気混合比（単位：g/kg）・水平風速（単位：m/s）・水蒸気フ
ラックス（単位：gm-2s-1）がどれくらい予測できていたかを確認するために、期間平均値
の平均場からの差分について、GSMおよびMSMの鉛直プロファイルかつ予報時間（FT
）別に示し、長期再解析（JRA-3Q）から作成した平均場（1991-2020年）と比較する。検
証領域は、大雨となった地域の上流にあたる海上の矩形領域を設定した。平均場の期
間と令和4（2022）年9月の豪雨事例（東海地方で発生した線状降水帯事例）の期間は
以下に示すとおりである。

以下の予報値の期間はすべて予測対象時刻を示す。

平均場：1991年–2020年の9月下旬

長期再解析(JRA-3Q):9月21日 9時 – 10月1日 3時
期間平均：2022年9月22日 – 9月23日
GSM予報値:9月22日 9時 – 24日 3時

MSM予報値:9月22日 9時 – 24日 3時
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令和4（2022）年9月の豪雨事例（東海地方で発生した線状降水帯事例）の気温（単位
：℃）・水蒸気混合比（単位：g/kg）・水平風速（単位：m/s）・水蒸気フラックス（単位：gm-

2s-1）の平均場からの差分鉛直プロファイルをGSMおよびMSM別に示す。各グラフは豪
雨事例期間中の解析値（FT=0）および6時間～36時間予測値（FT=6～FT=36）を示す。
以下に特徴を示す。

①気温

・GSMおよびMSM共通で解析値および予測値共に100～200hPaで平均場比で低く、
200hPaから下層で平均場比で高い

・GSMおよびMSM共通で200～800hPaでは解析値比で予測値は低くなる傾向

②水蒸気混合比

・GSMおよびMSM共通で解析値および予測値共に400hPaより下層では平均場比で
水蒸気量が多い

・GSMおよびMSM共通で400～500hPaで解析値比で予測値は水蒸気量は多く、700
～900hPaでは解析値比で予測値は水蒸気量が少ない

③水平風速

・GSMおよびMSM共通で解析値および予測値共に400hPaから上層で平均場比で風
速が弱く、600hPaより下層で平均場比で風速が強い傾向

・GSMおよびMSM共通で200hPaから下層では解析値比で風速の予測値が小さい

④水蒸気フラックス

・GSMおよびMSM共通で解析値および予測値共に500hPaから下層で水蒸気フラック
スは平均場比で大きい

・GSM予測値では600hPaから下層で解析値比で小さい傾向

・MSM予測値では500hPaから下層で解析値比で小さい傾向
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水蒸気量を中心とした環境場について、まとめた。9月の豪雨事例（東海地方で発生
した線状降水帯事例）については、概ね水蒸気量は平均場に比べて多かったが、その
予測は下層を中心に水蒸気量が少ない傾向が見られた。また、水平風速の予測につ
いても下層を中心に予測値が小さい傾向が見られた。このことを反映して、水蒸気フラ
ックスの予測値は下層中心に解析値より小さくなった。

水蒸気量が少ない傾向については、前述の6時間前からの予測可降水量と解析値
の比較結果において、予測値の方が静岡県沖から南にバンド状の延びる可降水量の
多い領域のコントラストがはっきりしない特徴がみられたことと、愛知県から静岡県沖
で可降水量が少ない傾向が見られたことと関連している可能性がある。
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第3.4.1項から第3.4.2項にかけて述べた、令和4（2022）年9月の豪雨事例の数値予報
結果について、以下のスライドにまとめた。
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